
 千葉県立病院群の特徴 

▪地域病院から専門病院まで幅広くローテート
▪初期研修から常勤医採用までのキャリアパス
▪一人一人の希望に応え自由度の高いプログラム

千葉県では、県立 7病院を中心に、公立病院など
とも連携して研修を行う。研修医は複数の病院を
ローテートしながら、病院や地域ごとの違いを肌
で感じ、臨床医として不可欠な柔軟性・コミュニ
ケーション能力を身につけていく。

〈初期研修医〉
▪募集定員：15名（予定）
▪給与	 1年次：362,000円／月
　		 2年次：419,000円／月
　［年収例］	 1年次：約570万円（賞与、宿日直手当込み）
　		 2年次：約650万円（賞与、宿日直手当込み）
▪身分等
	嘱託（週37時間30分勤務）／宿日直勤務：あり
（月4回程度）／通勤手当支給／有給休暇：1年次
10日、2年次11日／宿舎：あり（無償貸与）

▪平成29年度生採用試験日程
　7月23日（土）、7月24日（日）、
　8月20日（土）、8月21日（日）
　※いずれか1日を選択
　選考方法：面接試験および筆記試験
　（医師臨床研修マッチングシステムに参加）

千葉県病院局経営管理課	
臨床研修担当：長谷川

〒260-8665
千葉市中央区市場町1番1号
▪TEL	 043-223-3969
▪FAX	 043-225-9330

▪URL　
　http://www.chibakenritsubyouin.jp/
▪E-mail　
　byoukei3@mz.pref.chiba.lg.jp

「専門病院で全人的な医療を学ぶ」
我々のプログラムの特徴は、地域中核病院と専門
病院群をローテーションすることにあります。
臨床研修の2年間で学べることは限られます。し
かし、患者さんのニーズを知ることは、将来像を考
える上で重要になります。地域病院でプライマリ・
ケアの基礎を学び、専門病院では数多くの症例を実
際に診察できます。地方の病院と都市の病院では、
患者さんのニーズが異なります。一般病院と専門病
院でも異なります。それら学生時代は気付きにくい、
地域や患者背景によるニーズを発見することができ
ます。多くの病院を経験することで、それらのニー
ズにも適合し、自分の目指す医師像を発見できるで
しょう。
我々は、あなた方のキャリアパスまでを考えてい
ます。多くの先輩が、常勤医までの道筋をたどって
います。千葉県では、医師確保のために待遇改善に
も努めています。是非ともご応募ください。
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選択科（11か月）
※	 	ただし、麻酔科、小児科、産婦人科、精神科から1科目1か月以上を選
択すること

●1年目

●2年目

※詳細は千葉県立病院群ホームページ（http://www.chibakenritsubyouin.jp/）をご覧ください

※労災病院を選択した場合は内科（救急を含む）の研修を行い、外科はがんセンターの研修期間を3か月とする

がん：千葉県がんセンター　救急C：千葉県救急医療センター　循環：千葉県循環器病センター　
佐原：千葉県立佐原病院　千葉東：千葉東病院　ジェイコー：ジェイコー千葉病院　労災：千葉労災病院

千葉県マスコットキャラクター
チーバくん

【基幹型病院】
①がんセンター（341床・125人）

【協力型病院】
②救急医療センター（100床・41人）
③精神科医療センター（50床・14人）
④こども病院（224床・90人）
⑤循環器病センター（220床・55人）
⑥佐原病院（241床・28人）
⑦千葉リハビリテーションセンター（242床・18人）
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初期研修プログラム（予定）

平成 29 年度生  千葉県立病院群  募集要項応募・見学申し込み先
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プログラム責任者
千葉県がんセンター診療部長
高野英行

2年目初期研修医
長田直也

「成長を感じられるプログラム」
千葉県立病院群の初期研修は県内にある県立病院およ
び協力病院をローテーションします。それぞれの病院は
癌、循環器、脳神経、救急、小児、精神など各分野の専
門病院であったり、地域の中核病院であり、地域に根ざ
した一般診療から専門的な診療まで様々なことを経験で
きます。
また2年目には北海道の礼文島や松前町で地域医療研
修をすることもできます。2年目のローテーションは自
由度も高く、私は研修期間の半分を循環器病センターで
過ごしました。循環器病センターは地域中核病院である
と同時に心血管疾患、脳卒中の専門病院で、病棟や救急
外来で心不全や心筋梗塞、脳梗塞、肺炎、消化器疾患な
ど様々な症例を経験しました。地域医療では礼文島へ行
き、離島医療も体験してきました。
私は3年目以降、放射線科レジデントとしてがんセン
ターで後期研修予定ですが、この初期研修で学んだこと
はこれからの診療にも必ず役に立つと思っています。研
修医は全国各地の大学から集まっており、特定の大学の
偏りもなく、伸び伸びと研修ができます。ぜひ一度見学
に来て、実際に研修医の話を聞いてみてください。

①がんセンター

⑥佐原病院

⑦千葉リハビリテーション
　センター

④こども病院

③精神科医療センター

②救急医療センター

⑤循環器病センター

［ 各病院紹介 ］

（許可病床数・パート医等を除く医師数）
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